


開
陽
ｑ
、
ミ
ル
ハ
ノ
恒
Ｉ
ド
に
設
置
丁
川
た

つ
一
一
一
１
ハ
ノ
Ｔ
看
板
。

「
、
ミ
ル
ハ
ノ
コ
し
ず
巾
」
Ｙ
酪
農
コ

ノ
勺
メ
ー
ジ
ァ
ヤ
ア
ピ
Ｉ
し
Ｉ
－
ｌ
Ｙ
ｊ
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木侯杉本和玄さん(34賎)保子さん(28歳）

リ
ー
ス
ト
ー
ル
に
改
築
し
、
パ
ー
ラ
ー

シ
ス
テ
ム
を
導
入
．
経
営
規
模
拡
大
と
共

に
労
働
力
、
作
業
効
率
を
考
え
た
ゆ
と
り

あ
る
酪
農
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

保
子
さ
ん
は
、
人
阪
府
藤
井
寺
市
に

在
住
し
、
繊
維
の
縫
製
工
場
を
営
む
付

島
栄
二
さ
ん
の
次
女
で
、
人
阪
市
の
東

洋
タ
イ
ル
㈱
に
務
め
る
Ｏ
Ｌ
で
し
た
。

二
人
の
出
会
い
は
、
昨
年
十
一
月
に

開
催
さ
れ
た
関
西
女
性
と
北
海
道
牒
業

青
年
と
の
交
流
会
。
北
海
道
か
ら
は
二

十
人
が
参
加
し
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
か
ら
は

六
人
、
そ
の
中
の
一
人
に
和
玄
さ
ん
も

初
の
参
加
。
｜
方
の
保
子
さ
ん
は
、
時

間
に
追
わ
れ
る
仕
事
と
都
会
の
騒
が
し

さ
か
ら
、
生
活
環
境
を
変
え
た
い
と
思

っ
て
い
た
矢
先
の
事
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞

今
月
の
一
未
来
を
担
う
若
者
」
は
、
昨

年
六
月
に
発
足
し
た
、
中
標
津
町
農
協

農
業
後
継
者
結
婚
対
策
協
議
会
で
の
結

嬬
椅
第
》
号
と
な
り
ま
し
た
杉
本
和
玄
、

ざ
ん
、
保
子
さ
ん
（
Ⅲ
姓
村
島
）
に
登

場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

和
上
さ
ん
は
本
俣
地
区
で
乳
牛
約
百

十
頭
を
飼
養
す
る
杉
本
匡
視
さ
ん
の
農

業
後
継
者
。
三
年
前
に
既
存
牛
舎
を
っ

艸
縣
標
露
瞳
鹸
阪
両
綣

焦翰

＝＝戸

鑿

の
中
で
．
人
は
出
会
っ
た
の
で
す
。

こ
の
時
二
人
は
「
初
め
て
会
っ
た
人

な
の
に
、
初
対
面
と
い
う
思
い
が
し
な

か
っ
た
」
と
お
互
い
に
何
か
を
感
じ
て

い
た
よ
う
で
、
交
流
会
最
後
の
カ
ッ
プ

に
掲
載
さ
れ
て
い
た
「
北
海
道
農
業
青

年
と
関
耐
久
性
と
の
交
流
会
参
加
荷
募

集
」
記
事
が
Ｈ
に
止
ま
り
、
ｉ
三
Ⅱ
考

え
た
末
、
応
募
を
決
意
。
こ
の
時
、
応
募

し
た
女
性
は
し
十
人
も
い
た
と
い
い
、

厳
選
な
選
驍
の
巾
、
．
．
Ｉ
几
人
に
絞
ら

れ
、
そ
の
中
に
保
卜
さ
ん
が
入
っ
て
い

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
交
流
会
の
刑
Ⅱ
、

期
待
と
不
安
が
交
鑛
す
る
腹
雑
な
心
境

害
豆
零
．
動
Ｍ
ノ
ー
１
１
鱒

Ⅲ■、
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慰鱸
ピンクな雪上車と越大なロッキー山脈に感励の新婚旅行

リ
ン
グ
で
は
当
然
二
人
と
も
Ｏ
Ｋ
サ
イ

ン
。
こ
の
出
会
い
を
期
に
二
人
は
巾
標

津
、
人
阪
と
い
う
遠
い
距
離
の
中
で
愛

を
育
み
、
Ｌ
Ⅱ
’
十
七
Ⅱ
｜
友
盛
行
様

ご
夫
斐
の
ご
媒
灼
に
よ
り
、
結
鵬
と
い

う
人
化
雄
大
の
川
発
を
迎
え
た
の
で
す
。

農
業
の
事
は
何
も
わ
か
ら
な
い
と
い

う
保
ｒ
さ
ん
で
す
が
、
「
朝
起
き
る
た
び

に
北
海
道
の
座
さ
に
感
動
し
て
い
ま
す
。

時
間
に
追
わ
れ
る
事
な
く
、
の
ん
び
り

と
し
た
推
橘
、
近
所
の
人
と
の
気
さ
く

な
付
き
合
い
な
ど
、
一
日
も
い
く
化
脈

。
－
て
ｉ

道
の
人
に
近
づ
き
、
自
然
に
合
っ
た
生

き
方
が
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

新
僻
旅
行
は
カ
ナ
ダ
へ
、
雄
大
な
ロ

ッ
キ
ー
山
脈
の
氷
河
に
感
動
し
、
家
並

や
芝
化
、
花
な
ど
環
境
の
素
晴
ら
し
さ

を
、
に
焼
き
付
け
て
来
た
そ
う
で
す
。

将
来
は
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
－
て
カ
ナ

ダ
横
断
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
”
新
婚
旅
行
で

兄
た
氷
河
を
再
び
”
と
夢
ふ
く
ら
ま
す

和
玄
さ
ん
と
保
孑
さ
ん
で
す
。

夕



ホ

僚爲

Ｚ 
ﾆエニ

グ

Ｐ。ｓ一二,

チャンピオン牛と共に
一露議i割X壷;！

潟第26回中標津町農協ホルスタイン共進会産

審
査
員
に
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
部

に
遠
藤
正
彦
氏
（
北
海
道
家
畜
改
良
事

業
団
道
東
事
業
所
「
馬
の
部
に
笹
川
文

章
氏
（
根
室
生
産
連
）
が
あ
た
り
、
き

め
細
か
い
講
評
を
交
え
的
確
か
つ
ス
ピ

ー
デ
ィ
な
審
査
が
汀
な
わ
れ
ま
し
た
。

デ
ー
リ
ィ
フ
リ
ン
セ
ス
に
は
今
年
度

農
協
新
職
員
の
行
田
洋
了
さ
ん
、
横
川

美
代
志
さ
ん
が
務
め
、
入
賞
ト
ロ
フ
ィ

ー
や
リ
ボ
ン
を
下
渡
し
、
シ
ョ
ウ
に
花

を
添
え
ま
し
た
。

ま
た
、
全
道
的
に
も
農
協
単
位
で
は

規
模
の
人
き
な
シ
ョ
ウ
と
あ
っ
て
、
町

つ夕．Ｊ
●◆●●●DC●● 

/第２俣落地区.
１２年連続団体！
.._優勝に輝く：

短孟
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第
二
十
六
回
中
標
津
町
農
協
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
並
び
に
第
七
同

種
馬
共
進
会
が
六
月
十
六
日
、
ホ
ク
レ
ン
中
標
津
市
場
共
進
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
Ｒ
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
手
塩
に
か
け
て

育
て
ら
れ
た
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
百
四
十
二
頭
、
種
馬
二
十
五
頭
が
出
品

さ
れ
、
機
能
、
優
美
さ
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

侭■圏

i第７回種馬共進会Ｆ ■ロ》

広
は
も
と
よ
り
将
内
か
ら
も
、
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
、
種
馬
愛
好
街
が
見
物
に
詰
め

か
け
、
情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
結
果
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

稲
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
弾

正
原
正
氏
出
品
の
サ
ニ
ー
デ
１
ル
ネ

リ
ー
ト
リ
プ
ル
パ
ー
ク
号
、
ジ
ュ

ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
久
保
剛
氏
出

品
の
エ
ク
セ
ル
シ
ア
マ
ー
ク
ス
ウ

ィ
ー
ト
号
。
種
馬
の
最
高
位
賞
に
は
蒋

森
紺
栄
氏
川
品
の
呵
姫
腓
が
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
の
地
区
別
団

体
賞
に
は
、
第
二
侠
落
地
区
が
二
行
八

卜
四
点
で
二
年
連
続
優
勝
に
輝
き
、
．
－

位
に
俵
橋
地
区
．
一
百
鴎
ハ
ト
七
点
、
｜
・
｜
位

中
標
津
地
区
ｚ
百
一
．
’
１
四
点
、
四
位
俣

落
地
区
二
万
一
一
一
１
点
、
五
位
武
佐
地
区

幻困

一頭ずつ慎重に塞査が行なわれました

｜
｜
面
十
八
点
、
Ｌ
ハ
位
開
陽
地
区
行
ニ
ト

｜
点
、
七
位
当
幌
地
区
六
十
Ⅲ
点
と
な

り
ま
し
た
。

種馬の部１等入賞罵

部名号出品者

姫'１；］ 亀川災

口 司姫 誇森柘栄 鎧高位

円 宝姻 杉IililjE羊

□ 

;rｒ ４ 藤川誠藤川誠

５優鈴’'１１１１索9Ｔｌ

見物人も熱心に鐙端

‘ 

部 名号． 出品者

姫工 亀|[Ｉ英司

２ 11姫 若森杯栄 銭高位

３ 宝姫 杉liIil」[昌美

と’
エ、 藤1K［誠一

、 優鈴 ;ⅡI；奉り）



第
沁
回
中
標
津
町
農
協
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
牛
及
び
一
等
一
席
入
賞
牛

グランドチャンピオン･第９部,｣上進･弾正原正
サニーテ仁ルネリートリブIルパーク

ジュニアチャンピオン･第４舟'1.南中・久保｜剛
エクセルシァマークスゥペート
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第７部川村尊之
ローマンデールクリスチナマリー

灘
第11部桜井幸一
デュークライッレティローザ

第10部桜ソト幸
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サニーテールミスティレーモン
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カ
メ
ラ
を
向
け
る
と
、
そ
つ
ぼ
を
諦

い
て
こ
っ
ち
を
な
か
な
か
見
て
く
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
そ
の
う
ち
お
気
に
入
り
の

水
を
持
っ
て
き
て
、
少
し
ず
つ
お
話
し

し
て
く
れ
て
私
も
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
は
ず
か
し
が
り
屋
さ
ん

の
香
保
梨
ち
ゃ
ん
は
た
だ
い
ま
三
歳

の
か
わ
い
い
女
の
子
。

峠
間
が
た
つ
と
、
い
つ
も
の
呑
保
梨

ち
ゃ
ん
に
も
ど
っ
て
、
元
気
に
お
し
ゃ

べ
り
。
お
母
さ
ん
の
紀
子
さ
ん
と
話
す

一
一
一
一
口
鍵
も
な
ん
だ
か
大
人
っ
ぽ
く
っ
て
、

〆司

俵中地1江大山耕治･紀子さんご夫喪

長女香保梨ちゃん(８歳）アー 一一蓬

灘

「
ウ
ソ
だ
よ
ｌ
ノ
・
」
な
ん
て
一
藝
一
い
っ
て
、

み
ん
な
を
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

そ
ん
な
、
ひ
ょ
う
き
ん
な
お
ち
や
め

さ
ん
で
す
が
、
大
好
き
な
お
外
へ
は
、

一
人
で
遊
び
に
い
け
な
い
ほ
ど
、
気
が

小
さ
い
而
も
あ
る
の
で
す
。

外
へ
出
て
み
る
と
、
近
く
に
い
る
う

ち
は
元
気
に
遊
ん
で
い
る
の
で
す
が
、

お
慨
さ
ん
の
姿
が
兇
え
な
く
な
る
と
心

細
く
て
ダ
メ
。
暗
い
所
も
と
っ
て
も
苫

下
の
よ
う
で
、
電
気
の
つ
い
て
い
な
い

部
屋
に
は
い
け
な
い
と
い
う
か
ら
、
カ

ワ
ィ
ィ
で
す
ね
。
で
も
そ
の
半
面
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
野
菜
川
へ
行
き
、
い
た
ず

ら
し
て
叱
ら
れ
る
事
も
し
ば
し
ば
。
７

緒
に
い
た
ら
仕
事
に
な
ら
な
い
」
と
．
一
一
［

う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
や
ん
ち
ゃ

ぶ
り
を
月
を
細
め
な
が
ら
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

'勇早ｔ

よく打外で転んじゃうという香保梨ちゃんなのです

Ⅲ
リ
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
、
帰
っ
て
く
み

の
が
待
ち
ど
お
し
そ
う
な
姿
を
兄
て
、

納
得
。
、
綴
に
オ
モ
チ
ャ
を
つ
く
っ
て

く
れ
た
り
す
る
、
や
さ
し
い
お
父
さ
ん

が
大
好
き
な
の
だ
そ
う
で
す
。

阿
川
に
、
妹
の
知
沙
登
ち
ゃ
ん
（
三

カ
月
〉
が
生
ま
れ
て
、
お
伽
ち
ゃ
ん
に

な
り
ま
し
た
。

か
わ
い
い
妹
と
．
緒
に
、
人
好
き
な

お
外
で
忠
い
つ
き
り
遊
べ
る
ｎ
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
需
保
梨
ち
ゃ
ん
で
し
た
。

「
お
父
さ
ん
が
い
る
時
は
、
ベ
ッ
タ

リ
」
と
い
う
ほ
ど
の
パ
パ
γ
ル
だ
そ
う

で
す
が
、
今
Ⅱ
は
お
父
さ
ん
が
留
守
で
、

そ
の
様
子
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
「
お
父
さ
ん
か
な
？
」
と
言
う
と
、

お母さんと一緒なら」まずかしぐないよ

～配

／ 



で脇経検す状脂なｌ）ｉｗｉウ式増衛
す別表営と.》ｌＬｌｈ１気まく根地エが今大生酪
゜の－的改こが形候す、室域イ変イドし的農
下乳はな善の秋分仁へ無智のト奥六て及家
均成、影が時Ｉ率もlXl脂｜ﾌﾞﾘ乳がさ）｜きびグ）
乳分今響、期冬のか‐｜i｣ｉｌの成更れかて旗下
lmiと年玉のに低か宅形乳分に、らい分llX
で乳工要飼か下わ特分成の高無乳ま的Ｉ）
約１１M月に餐けがらにが分特ま脂成す乳乳
二をのな管侍大ず、低は徴’）｜if1分.質Ｉｌｌｉ
ｌＩ］示当ｉ）］ull続き、比い、まM多取仁の
／し地ま技し<夏較現乳し分り’よ格
kｇた域す術て、場的ルヒ脂た率きリ差
のもの｡のいその冷に率゜への益は
差の農点まの無涼あがの方々、

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

無
脂
固
形
分
率

の
向
上

が
あ
り
、
個
々
の
農
家
間
で
は
ニ
ー
、

川
の
差
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

の
差
は
、
地
域
の
平
均
的
出
荷
乳
埜
で

は
年
間
行
～
二
百
刀
川
の
孔
代
の
柔
に

な
り
ま
す
。

％図１－１乳脂肪率の推移
ＩＩＪ5 

1.05 

3.95 

3.85 

3.75 

３．６５ 

`￣、

ま、蕊
￣￣凸

４Ｒ６７８ｇｌＯｌｌｌ２１２３梁布’

無
脂
固
形
分
率
の
改
善

無
脂
固
形
は
乳
糖
と
乳
蛋
口
か
ら
構

成
さ
れ
ま
す
が
、
無
脂
固
形
の
低
下
は

乳
蛋
白
の
減
少
に
よ
り
主
に
起
こ
り
ま

す
。
こ
れ
は
種
々
の
原
間
か
ら
品
終
的

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
よ
り
生
じ
て
い
る

雫
が
多
い
の
で
、
次
の
点
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
ト
さ
い
。

ミ
サ
ィ
レ
ー
ジ
の
水
分
と
発
酵
、
叩
質

乾
物
摂
取
量
に
直
接
影
響
し
、
摂
取

鼓
低
下
↓
エ
ネ
ル
ギ
ー
小
疋
と
な
る
。

二
、
放
牧
草
の
收
牛
の
チ
ェ
ッ
ク

こ
の
時
期
は
牧
埖
の
再
生
力
が
低
ド

0ｌｂ図1－２無脂固形分率の推移
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平
成
人
年
産
共
計
で
ん
粉
の
販
売

状
況
は
、
近
月
未
仮
配
分
累
計
一
袋

当
り
’
千
二
百
四
十
九
Ⅲ
（
前
年
同

期
一
千
八
両
一
一
一
円
）
と
前
年
よ
り
刑

百
五
十
Ⅲ
円
、
単
価
に
よ
る
進
度
率

は
前
年
比
六
九
・
三
訂
と
前
年
同
期

を
下
廻
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
一
雄

地
倉
渡
し
一
一
千
八
両
一
一
十
五
Ⅲ
～
二

千
一
一
一
百
二
十
五
Ⅲ
（
前
年
二
千
八
、

ヒ
ト
Ⅱ
円
～
｜
「
千
三
百
二
１
血
、
）
、

来
京
倉
渡
し
三
下
一
一
十
爪
円
～
一
一
一
Ｔ

四
百
五
卜
円
（
前
年
一
一
一
千
七
十
茄
川

～
’
一
一
千
五
行
二
十
忙
円
）
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
馬
鈴
し
よ
と
鱗

介
す
る
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
は
、
伽
年

同
期
と
同
じ
一
千
九
行
Ｌ
卜
Ⅲ
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

／
 

、 ’ 

赤



し
、
不
食
草
が
残
り
、
放
牧
に
よ
る

採
食
量
が
低
下
す
る
。
一
方
、
採
食

の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
の
み

増
加
す
る
。
こ
の
た
め
舎
飼
い
で
の

乾
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
補
給
や
、
放

牧
時
間
の
制
限
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

三
、
乾
物
摂
取
堂
の
確
保

乾
物
摂
取
量
の
低
下
↓
蛋
白
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
不
足
と
い
う
図
式
を
改
善
す

る
。
涼
し
い
時
間
帯
の
給
餌
、
消
化

桃
の
高
い
粗
飼
料
の
給
与
、
粗
飼
料

表１平成７年５月の乳成分と乳価

農|捌名乳脂率 無脂固形 成分乳(lUi 総乳Ｉｉｌｉ

Ａ 3.8Ｆ ８５月 ６９．５Ｒ 76.4Ｅ 

｢。 3.88 8.5Ｆ 6９．３８ 76.27 

［ 3．９７ 3．９７ 8－６２ 77.8月

、 ３－８９ 8.4Ｆ 6８８７ ７５７F 

4.C 

BR 

の
細
断
な
ど
の
対
策
を
獣
え
る
。

四
、
飼
料
構
成
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

環
境
的
要
因
で
摂
取
量
の
低
下
が
や

む
を
得
な
い
時
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
濃

度
を
高
め
た
り
、
蛋
口
の
バ
イ
パ
ス

率
を
点
検
す
る
。

五
、
乾
乳
期
の
管
理
改
善

分
娩
時
の
栄
養
蓄
積
が
十
分
で
な
い

と
、
泌
乳
開
始
か
ら
乳
牛
は
消
耗
し

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
か
ら
乳
蛋
白
率
が

低
下
す
る
（
同
二
）
。
特
に
、
乾
乳
後

期
は
胎
児
の
発
育
に
多
人
な
養
分
が

必
要
と
な
る
の
で
注
意
す
る
。

図２乳蛋白率の推移例(３崖以上）

分娩頑後から低い牛群
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晩後、数

平
成
七
年
度
ス
ラ
リ
ー
噸
並
び
に

堆
肥
述
搬
車
の
利
用
料
が
決
定
致
し

ま
し
た
の
で
、
組
合
員
皆
様
の
ご
利

川
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ポ
テ
ト
ジ
ュ
ー
ス

｜
車
〈
九
ノ
）
三
下
Ⅲ

※
家
畜
ふ
ん
尿
散
布

一
氷
（
九
ト
ン
）
｜
｜
、
千
Ⅲ

｜
車
１
台
以
化
二
万
円

※
排
水
・
散
水

一
車
（
九
‐
」
Ｌ
Ｔ
円

※
堆
肥
運
搬
巾

一
末
（
十
‐
」
一
「
下
Ⅲ

以
上
の
逆
り
利
用
科
は
安
く
設
定

し
て
お
り
、
利
川
件
数
の
多
い
家
祷

ふ
ん
尿
敗
布
に
つ
き
ま
し
て
も
、
紺

什
貝
粁
様
が
利
Ⅲ
し
や
す
い
様
に
一
一

段
階
の
価
格
設
定
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ポ
テ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
活
川
と

共
に
各
単
利
川
下
さ
る
様
お
願
い
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
、
農
産
販
売
課
、

ま
た
は
澱
粉
工
場
（
２
１
２
４
１
４
）

ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
，

／
 

、

￣､ …
 

し

夕

農}ル名 \Ul旨率 無脂|直1形 成分乳(ｌＵｉ 総乳iili

Ａ 3.89 ８．５３ 69.53 76.49 

Ｂ 3.88 ８．５３ 69.38 76,27 

Ｃ 3.97 8.62 70.94 77.83 

， ３．８９ 8.49 68.87 75.76 
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中
標
津
産
牛
肉
の
消
費
拡
大
を
目
的
と
し
た
、
牛
肉
を
用

い
た
料
理
講
習
会
が
六
月
六
日
、
雪
印
乳
業
中
‐
標
津
エ
場
調

理
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

〆、

、，、

｣、

▼
 

こ
の
料
理
講
習
会
は
、
Ｉ
標
津
ビ
ー

ワ
を
使
っ
て
手
薩
で
お
い
し
い
料
理
を

作
っ
て
も
ら
い
、
地
元
か
ら
の
消
費
拡

大
を
日
指
そ
う
と
、
農
協
婦
人
部
が
主

催
し
た
も
の
で
す
。

術
帥
に
は
ト
ー
ョ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
洋
食
主
任
の
杣
宇
ｔ
齋
氏
を
招
き
、

ビ
ー
フ
ス
ト
ロ
ガ
ノ
フ
、
揚
げ
豆
腐
Ⅱ

味
噌
あ
ん
か
け
、
ス
テ
ー
キ
ど
ん
ぶ
り
、

カ
ボ
チ
ャ
と
牛
肉
の
メ
ン
チ
カ
ッ
の
阿

呆
が
選
ば
れ
、
船
人
部
Ⅱ
以
二
卜
人
が
衿

亀
艤
驍
拡
大
③

鰯
繼
鴬
…

押町Ⅱ

もあユで科ズ氏に料
芙’）ミ参試般埋仁の分調JU4
1MくまセカⅡ食後が作iMllか｣J1lに
ししスししに充らかれは取
かたかた合,l{（成れい、各り
つがらAi｝い米｡、アイゴトメiil［
た弓青人ま＿'二約ド理二み
こ簡菜のしが－（説ユま
と単全力たつ｜聯イ明１し
好にとｌよ・た問ス霄ごた
評作年、科後のとと。
でれ代フ理に！}】、|几Ｉ
してのしを（まス柿つ
た、差・ソ全・ム字の
。味がシ員命｜上班

プlク



初
夏
の
訪
ず
れ
と
共
に
、
鐸
ら
し
や
、

常
農
の
暦
で
あ
る
運
動
会
、
共
進
会
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

暖
か
い
襟
、
寒
い
春
の
繰
り
返
し
の

中
で
．
喜
一
愛
し
な
が
ら
、
い
よ
い
よ

一
番
草
の
収
穫
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

｜
年
間
の
営
農
の
可
否
が
か
か
っ
て

い
る
と
い
え
る
程
の
大
事
な
作
業
で
す
。

準
備
万
端
滞
り
無
い
と
思
い
ま
す
が
、

事
故
の
な
い
様
、
無
事
終
了
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
年
で
も
牧
草
だ
け
は
多
少
の

増
減
は
あ
る
も
の
の
、
営
農
に
机
応
し

い
安
定
し
た
稔
り
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

寒
冷
地
に
お
け
る
酪
農
の
特
性
が
発

揮
さ
れ
、
改
め
て
牧
単
、
乳
牛
の
力
強

さ
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

膿
淡
色
取
り
ど
り
の
緑
が
、
さ
わ
や

か
に
光
り
輝
や
い
て
い
ま
す
。

草
と
い
う
緑
の
恵
み
と
木
々
の
緑
と

い
う
美
し
さ
が
見
る
人
、
住
む
人
の
心

を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

十
勝
、
北
見
方
面
を
旅
す
る
時
、
畑

作
農
家
の
整
備
さ
れ
た
農
場
周
辺
に
い

つ
も
感
心
し
て
い
ま
す
．

美
髄

故
か
雑
然
と
し
て
い
る
場
今
が
多
い
様

で
す
。

酪
農
は
毎
年
の
様
に
追
加
の
施
設
、

機
械
が
あ
り
、
使
用
済
み
の
施
設
、
機

械
が
放
置
さ
れ
や
す
い
も
の
で
す
。

ま
た
幾
可
学
模
様
に
良
く
手
入
れ
さ

れ
た
畑
は
、
遠
景
の
山
々
と
相
ま
っ
て

美
し
い
も
の
で
す
。
点
在
す
る
防
風
林

も
大
き
な
役
割
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

｜
方
、
酪
農
家
の
農
場
周
辺
は
、
何

「 、

二
篤
農

●今月のたより..…，
戸■

長曰誌
・
・

代表理事組合長

みと：」ｂＩＩＩＦＵ己

友盛行 lll ［ 

ま
た
、
日
中
の
作
業
、
朝
夕
の
搾
乳

が
あ
る
た
め
、
周
辺
の
手
入
れ
も
つ
い

後
ま
わ
し
に
な
り
が
ち
で
す
。

私
の
農
場
周
辺
も
雑
然
と
し
て
い
ま

す
。入
植
農
家
と
し
て
は
、
よ
り
草
地
を

増
や
し
、
生
産
を
上
げ
る
こ
と
を
第
一

と
し
て
き
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

む
し
ろ
木
は
切
る
も
の
と
思
っ
て
も
い

ま
し
た
。

Ⅲ
常
に
多
少
の
ゆ
と
り
が
生
じ
て
、

改
め
て
農
場
周
辺
を
眺
め
た
時
、
風
景

密》
に可

の
乏
し
さ
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

以
来
、
防
風
林
を
は
じ
め
、
周
辺
に

芝
生
を
造
成
し
、
木
を
植
え
て
か
ら
十

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

１
年
の
年
月
は
長
い
様
に
見
え
ま
す

が
、
振
り
返
っ
て
み
る
十
年
は
誠
に
短

い
も
の
で
し
た
。

１
年
の
歳
月
の
経
過
が
木
の
生
長
と

い
う
形
で
表
わ
さ
れ
、
今
、
緑
か
農
場

の
風
景
を
変
え
、
そ
こ
に
住
む
人
の
心

を
も
変
え
て
、
こ
の
地
に
住
む
豊
か
さ

を
実
感
す
る
こ
と
が
Ⅲ
来
ま
す
。

先
人
の
努
力
に
因
る
経
営
の
果
実
を

惟
沽
の
ゆ
と
り
、
風
景
の
豊
か
さ
に
外

飛
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

背
か
ら
播
な
い
種
子
は
錐
が
川
な
い
、

杭
え
な
い
木
は
大
き
く
な
ら
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
思
い
切
っ
て
周
辺
の

環
境
繁
備
を
行
な
い
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

水
が
大
き
く
な
る
こ
と
は
農
場
の
腱

史
の
表
塊
で
も
あ
り
、
木
の
生
長
と
共

に
家
族
の
成
長
も
重
な
り
合
い
ま
す
。

｜
？
ひ
と
つ
の
農
場
が
集
落
を
形
成

し
、
集
落
が
美
し
く
、
豊
か
な
凪
景
の

地
域
を
つ
く
る
。
そ
の
様
な
農
村
形
成

の
展
開
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ダダ



｜
」

得気

Ⅲ
標
津
町
の
観
光
打
所
と
し
て
全
国

的
に
も
攪
高
い
開
陽
台
に
、
新
し
い
展

望
館
が
完
成
し
六
月
一
一
－
八
Ⅱ
、
オ
ー

ブ
ン
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

旧
展
望
台
は
昭
和
一
一
一
十
几
年
に
建
て

ら
れ
、
年
間
約
二
十
一
刀
人
の
観
光
客

や
ラ
イ
ダ
ー
が
来
館
し
て
い
ま
し
た
が
、

三
１
年
を
経
、
老
朽
化
の
た
め
取
り
壊

さ
れ
、
昨
年
八
月
、
同
じ
場
所
に
新
展
望

館
の
建
設
が
着
手
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
各
関
係
機
関
か
ら
約
八
十

人
が
Ⅲ
旅
し
、
開
館
の
テ
ー
ブ
カ
ッ
ト

が
行
な
わ
れ
、
新
山
實
町
長
か
ら
「
こ

の
地
に
ふ
さ
わ
し
い
形
、
利
用
し
や
す

い
機
能
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
川
蜂
や
観

光
客
に
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
腿
望
館
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
で
Ⅲ
嚇
し
た
徳
川
康
二

町
議
会
議
長
、
松
実
武
夫
観
光
協
会
会
長

か
ら
は
「
こ
の
地
は
三
一
一
一
○
度
の
素
晴

ら
し
い
視
界
に
、
三
位
一
体
で
我
を
忘

れ
る
。
こ
の
施
設
を
拠
点
に
、
さ
ら
に
多

く
の
観
光
客
が
未
町
す
る
事
を
望
み
た

い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

完
成
し
た
展
望
館
は
イ
ン
ド
の
古
代

天
文
台
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、
円
形
す
り

鉢
状
で
総
工
費
三
億
四
十
万
円
。
中
仁

は
中
標
津
の
阿
季
を
映
す
「
太
陽
と
す

便園

義露！ ！ 鰯

ぱ
る
の
丘
」
四
１
人
収
容
の
三
面
マ
ル

チ
ビ
デ
オ
の
パ
ノ
ラ
マ
館
や
売
店
、
軽

食
店
も
営
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
一
台
の
双
眼
鏡
を
備
え
た
展

望
阿
廊
の
ほ
か
、
屋
上
に
は
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
も
開
催
出
来
る
三
行
人
収
容
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

￣ ’零．》壽墓
損騨･－、

【蕊

,｡ 

一》 ■
ご
げ
■

白三号

雨が陰っても風が吹いても心配ない展望回廊
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肉羊先進地(岩弓昌嬉） て
Ｆ円

【

に

つ
く
ｂ
／
か
』
曰

が､

な
い

六
月
七
日
Ｉ
六
月
九
日
に
お
け
る
二

泊
三
日
の
日
程
で
、
岩
手
県
の
和
牛
素

牛
市
場
及
び
肉
牛
農
場
一
一
一
戸
を
視
察
研

修
し
て
参
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
肉
牛

振
興
会
会
員
五
人
、
農
協
職
員
｜
人
の

同
行
で
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

大
凡
七
日
ｌ
岩
下
花
巻
空
港
へ
降
り

立
つ
や
、
レ
ン
タ
カ
ー
に
て
山
路
を
抜

旨
＄
１
１

０
１
ｊ
ｂ
 

け
Ｊ
八
両
和
賀
管
内
の
一
同
橋
農
場
に
着

き
ま
し
た
。
〈
高
橋
農
場
〉
は
肉
牛
と

稲
作
の
複
合
経
営
で
、
肉
牛
は
繁
殖
和

牛
四
１
頭
、
肥
育
和
牛
几
－
頭
の
一
貫

経
営
で
し
た
。
繁
殖
牛
は
つ
な
ぎ
飼
養

を
し
、
平
均
八
産
仔
を
産
ま
せ
、
産
ま

れ
た
仔
牛
は
、
五
カ
月
程
度
親
に
つ
け

て
い
る
と
の
雫
で
し
た
。
肥
育
に
つ
い

て
は
、
地
元
産
の
良
質
な
稲
ワ
ラ
を
切

断
し
て
７
え
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し

た
ｏＪ
Ａ
西
和
賀
で
は
、
種
雄
牛
に
つ
い

て
鳥
取
（
気
高
）
系
の
増
体
の
良
好
な

も
の
を
推
進
す
る
方
針
を
採
ら
れ
て
お

肉牛振興会/鋳、

竹村満夫

率ﾗ蕊憲司〕清
掃
機
を
２
台
導
入
し
ま
し
た
》

病
の
予
防
対
策
と
し
て
、
牛
舎
拙
毒

れ
ま
す
．

ま
す
が
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
や
ヨ
ー
ネ

病
な
ど
の
感
染
病
が
令
道
的
に
み
ら

は
、
そ
の
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り

中
標
津
川
農
協
で
は
、
こ
の
感
染

近
年
、
↑
の
衛
生
管
叫
に
つ
い
て

’ 

プ掌
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灘澱鰯繊;鰯1陶

蕊溌溌If猟
･数Ｖ複まｊｌ〔･ク熱･ちかＴｌｊヨ卯ですまのなお」］１７１％当｣し体･の

こ
こ
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
事
は
肥
育

の
仕
上
げ
段
階
で
つ
な
ぎ
飼
養
を
し
、

朝
晩
の
給
飼
前
に
一
頭
一
頭
バ
ケ
ツ
．

杯
の
水
を
や
り
、
そ
の
水
の
飲
み
〃
で

↑
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
事
で

す
。
ま
た
、
繁
殖
牛
に
は
繁
殖
歴
の
看
板
、

肥
育
牛
に
は
登
録
課
の
コ
ピ
ー
を
、
そ

れ
ぞ
れ
↑
の
ｋ
に
掲
げ
て
お
り
ま
し
た
。

〈
熊
芥
農
場
〉
は
素
牛
で
導
入
し
、
肥

育
し
て
い
る
農
場
で
し
た
。
七
十
凡
頭

の
和
姉
を
肥
育
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ

の
農
場
の
特
徴
は
素
牛
導
入
し
て
か
ら

十
七
ヵ
月
（
ニ
ー
カ
月
齢
ま
で
な
ら
な

い
）
、
唯
体
重
六
百
篭
～
六
百
六
十
謎
で

Ⅲ
付
し
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。
こ
れ

は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
完
全
に
抜
い
た
祀

什
飼
料
を
絵
，
し
て
い
る
た
め
、
肥
育

少
．
Ｌ
や

期
間
を
長
く
す
る
と
様
々
な
疾
病
（
』
円
、

水
腫
な
ど
）
が
発
化
す
る
可
能
性
が
商

伊禽

視察に参加した肉牛振興会の著さん

い
た
め
、
兇
期
に
良
質
（
サ
シ
の
入
っ

た
）
の
肉
を
朱
産
し
、
Ⅲ
蛎
率
を
良
く

す
る
方
式
で
あ
り
ま
し
た
．
ま
た
、
熊
谷

農
場
は
素
牛
導
入
で
す
が
、
そ
の
素
牛

選
定
は
○
種
雄
牛
が
何
で
あ
る
か
○
そ

の
種
雄
牛
に
素
牛
が
似
て
い
る
か
ｏ
そ

し
て
過
肥
で
な
い
事
を
ポ
イ
ン
ト
に
選

定
し
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
東
和
川

で
は
「
風
味
蝋
か
な
束
和
牛
牛
肉
」
と

い
う
事
で
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
り

し
て
お
り
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
お
ら

れ
る
様
で
あ
り
ま
し
た
。

今
川
、
岩
手
県
内
の
和
牛
繁
殖
、
肥

育
農
場
を
視
察
し
ま
し
た
が
、
や
は
り

和
牛
は
下
塩
に
か
け
て
育
て
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
当
地
に
お
い
て
岩
手
に

負
け
な
い
和
牛
づ
く
り
を
Ⅱ
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

騨霞ｉｉｉ 『

農場では飼霧管琿技術を箒び鳶{た

｢ 

;|ⅢlIllliillililliiillillii;|llliiilliIlliillili111111 
よ頃ｌｌｌ‐しい｜朧のジ
うの感一｜Ⅱ｜もてlllit1lji:床ンこ
。’｢染一ＬＬい協にや式の
舎病下てるで落壁で清
清の１j］お時はとに、蹄
締ｒ、リに紫すこ噴機
な肋かまは急こび勝は
ど対ソす；|Ｉのと’）圧、
に策リエ弁済かつ６カ．
心とン賃典掃でい高ソ
ｌｊ１Ｌはしに以きたくり
けて各｛11,貸外ま満、ン
ま、、しし、すれ牛エ
し１１負料川窄。＃）舎ン
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八
月
十
一
Ⅱ
朝
、
部
員
を
乗
せ
た
バ

ス
は
一
路
上
富
良
野
へ
、
今
年
度
の
船

人
部
寺
川
研
修
の
出
発
で
す
。
新
し
い

バ
ス
は
乗
り
ご
こ
ち
も
満
点
。
気
持
ち

は
す
で
に
十
万
本
の
ジ
ャ
ー
マ
ン
ア
ィ

リ
ス
ヘ
。
お
し
ゃ
べ
り
す
ず
め
に
佗
か

天気も良くって､大満足

咲
き
、
金
山
湖
経
由
の
六
時
間
余
り
も

長
く
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ニ
ュ
ー
富

良
野
ホ
テ
ル
で
鋭
気
を
養
う
（
ア
ル
コ

ー
ル
補
給
？
）
。

翌
日
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
の
皆

さ
ん
の
行
な
い
の
良
い
人
達
に
感
謝
影

し
ま
し
た
。
目
的
地
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド

で
は
、
花
と
私
と
ど
っ
ち
が
き
れ
い
と

ば
か
り
に
．
侍
さ
ん
花
と
一
緒
に
カ
メ

ラ
に
お
さ
ま
り
ま
し
た
。

～、

とても広い糀畑にアイIノスがキレイに咲いてました

農
業
所
得
税
標
準
の
算
定
基
礎
と
す
る

、
番
草
の
収
量
調
沓
が
、
六
月
二
十
Ⅱ

根
室
税
務
署
、
町
税
務
課
、
農
協
税
対

策
委
員
会
立
ち
合
い
の
も
と
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
春
先
か
ら
の
日
照
不
足
、

低
脇
な
ど
、
生
育
不
延
を
心
配
し
て
の

調
査
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
別
十
四

圃
場
の
平
均
収
量
で
は
、
＋
補
当
り
一

下
五
百
六
十
二
霊
（
昨
年
一
千
四
百
十

七
叢
〉
昨
年
比
二
○
訂
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
過
去
五
年
前
の
二
千
十
五

鑓
か
ら
す
る
と
上
七
・
五
訂
と
低
い
収

〃＝、

雌
と
な
り
、
地
力
の
低
下
か
考
え
ら
れ

る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
収
型
調
査
は
一
恭
草
も
行
な
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
管
内
の
平
均
値
を
算
出

し
、
飼
料
畑
の
薙
礎
数
字
と
な
り
ま
す
。蕊

1面場で？反1E寵側査が行なわれます。 さて､二の圃場は､どれくらいの量でしょう

プlグ



ょ
振
興
会
よ
り
の
原
料
馬
鈴
し

ょ
見
郷
金
、
ま
た
中
標
津
川
農
協
よ
り

金
利
減
免
措
置
を
し
て
戴
き
、
更
に
青
年

部
凸
（
、
振
興
会
会
員
、
農
協
職
員
な
ど

皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
ほ
ぼ
計
画
通
り

達
成
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

平
成
上
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
自

主
製
品
と
委
託
製
品
の
効
率
販
売
に
全

てＪ」ｊｌｉｒ株に時下
は平いに総於よ」文節
、戊尤よ救い’）し六
中六し’）してＪ年lljl

鯉芒Ｍ矼胤ﾐﾋﾟＭ豫
町のたさ’竺標十株

;灘雛
協績

しし、終｝Ili侍室十、

なかしくつフーズ㈱

定時株主総会
開催きれる

中期計画達成に向け全力

〃
を
尽
く
す
と
共
に
、
製
造
コ
ス
ト
の

低
減
及
び
生
産
性
の
向
上
を
目
標
に
、

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
中
期
計
画
の
瀧

成
に
全
力
を
傾
注
い
た
し
ま
す
の
で
、

特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
巾

し
上
げ
ま
す
〉

Ⅱ鍵ilIiimil1llllli
が、

月に25万個の大巾な需要があるスタソフドポテトα
製造に忙しいｵ[かＬくつラーズ

⑤
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
倒
・
転
落
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
／

○
農
作
業
の
死
亡
事
故
の
う
ち
、
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
も
の
が
約
半
数
を
閂
め

て
お
り
、
こ
の
う
ち
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転

倒
・
鰭
落
に
よ
る
も
の
が
も
っ
と
も
多

く
発
樅
し
て
い
ま
す
。

○
ま
た
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
倒
・
転
落

に
よ
る
死
亡
事
故
の
大
半
は
安
令
ラ
レ

農
作
業
中
の
事
放
は
本
人
の
不
幸
に

止
ま
ら
ず
、
農
業
経
常
さ
ら
に
は
農
家

の
存
続
ま
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。次
の
事
項
に
留
意
し
て
、
悲
惨
な
農

作
業
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■￣ 

備
え
、
家
族
や
作
業
補
助
溝
に
も
エ
ン

ジ
ン
の
止
め
方
を
教
え
て
お
き
ま
し
よ

□
 

』
７

①
子
供
や
女
性
を
事
故
か
ら
守
り
士
学
し

●
よ
亀
フ
ノ
。

○
子
供
や
女
性
が
運
転
苫
の
不
注
意
か

ら
犠
牲
に
な
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す○
機
械
の
操
作
は
必
ず
周
囲
の
安
全
を

確
認
し
て
か
ら
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

レ
ム
・
キ
ャ
ブ
が
装
肴
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
転
倒
・
転
落
事
故
か
ら
命
を
守
る
た

め
安
全
フ
レ
ー
ム
・
キ
ャ
ブ
を
必
ず
装

肴
し
ま
し
ょ
う
。

①
機
械
の
巻
き
込
ま
れ
に
注
意
し
ま
し

よ
『
フ
ノ
。

○
鍛
近
、
機
械
の
点
検
・

整
備
時
に
手
や
足
を
巻
き

込
ま
れ
る
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

○
機
械
の
点
検
・
整
備
は

も
ち
ろ
ん
、
邸
わ
ら
な
ど

の
除
上
や
Ｐ
Ｔ
Ｏ
の
手
入

れ
に
つ
い
て
も
、
エ
ン
ジ

ン
を
必
ず
止
め
て
か
ら
行

な
い
ま
し
ょ
う
。

○
ま
た
、
〃
｜
の
鋼
枚
にＪ
１
』

〆ﾉア



度すげ酪力い雑さプ細工の
しこ゜式農｜根まで北は介川述搾
、れ搾地ト室十あず作し号搬乳
（は乳帯が地･る゛業までを’１，ﾄﾞ
ケ、力の使方とワｉｍＬ二楽の
ツ牛１京オフでいゴがたタに姿
や舎卜容れはうン低・イす勢
デのが地て主火タくしプるを
イ天注方いに点イ前かのこ故
ツブト目でまこがプ傾し搾と零
ピにさばすの指は姿、乳をし
ンレれ゛が二摘迎勢合力卜｜、
グＩて/１１，棟さ澱がｌｌｉｌ的取
液ルいり’７１ツM１九が改タトに量
．をま|くじのて煩善イを、物

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
を
収
納
し
た
ユ

ニ
ッ
ト
を
Ⅲ
０
下
げ
た
も
の
で
、
重
た

い
カ
ー
ト
を
片
手
で
ス
イ
ス
イ
と
移
動

で
き
、
か
つ
作
業
ｎ
の
高
さ
を
家
庭
川

流
し
台
と
同
じ
八
卜
三
帯
に
設
定
し
た

嫁冒、

北根室地区農業改良普及センター

の
で
腰
へ
の
負
柧
が
、
か
な
り
糠
減
さ

れ
ま
す
。
ま
た
床
か
ら
浮
い
て
い
る
の

で
、
鐘
一
脈
の
は
ね
返
り
で
汚
れ
る
こ
と

も
な
く
、
衛
生
的
で
す
。
（
図
ｌ
｜
）

こ
の
カ
ー
ト
を
使
用
し
た
こ
と
で
搾

乳
時
の
労
働
が
ど
う
変
化
し
た
か
、
調

図－２作業時の姿勢の変化

ｶｺ位の顕度(11農場）Tiii屈iii屈・前傾の頻度(Ｈ農場〕
〆
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０
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も
Ｌ
←
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一
二
才
毎
一
『

Ｌ PZtも刑 qユロゾコ
二F

導入前 導入後導入前導入後

お入のよ’次にが
り総検と輔第節のき場、１ｚ
ま、査な三二一と|こ奴の次成
す検刈つ期期ｊＵ１朧り環の上
･査象て１１W：な境ｊｍゴド
筆而お八七Ｌ;係ど擢り度
数積り１１１］）Ｉに、備笈種
而はま.｝}ご健帷施馬
六}す｜」八・協４ｒぴさ鈴
トー。１１１１ノノ無にれし

筆品ま 同駈りlji病まよ
な七、蕊iWiii澱
と種た

蕊す鈴もで検つじ今
て・年丑･しの、盃

種
馬
鈴
し

防
疫
検
査

よ

の
曰
程

グビケ



企
結
果
を
細
介
し
ま
す
。

①
高
さ
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
る
効
果

カ
ー
ト
を
導
入
す
る
前
は
、
バ
ケ
ツ

な
ど
の
機
材
が
床
か
ら
十
～
一
一
Ｆ
篭
と

い
う
低
い
位
讃
に
あ
っ
た
の
で
、
Ⅲ
か

が
み
の
姿
勢
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

Ⅲ
リ
ド
げ
式
カ
ー
ト
を
使
う
こ
と
に
よ

り
前
傾
・
前
屈
姿
勢
が
半
減
し
ま
し
た
。

（
図
’
二
）
無
駄
な
動
作
が
減
っ
た
ふ

ん
作
業
に
余
裕
が
生
じ
、
牛
や
ミ
ル
カ
ー

の
状
態
を
よ
く
観
察
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。

②
機
材
を
．
ヵ
所
に
ま
と
め
た
結
果

バ
ラ
バ
ラ
に
殻
か
れ
た
搾
乳
機
材
を

一
カ
所
に
ま
と
め
、
移
釛
も
全
部
一
度

に
で
き
る
の
で
、
歩
数
が
約
旧
制
、
消

費
カ
ロ
リ
ー
も
二
割
減
少
し
、
搾
乳
時

の
疲
労
度
が
粋
干
改
善
さ
れ
た
一
」
と
が

分
か
り
ま
す
。
（
図
’
三
）

こ
の
Ⅲ
リ
ド
げ
式
カ
ー
ト
の
も
う
一

つ
の
良
い
点
は
、
「
｜
ニ
ッ
ト
が
組
み
立

て
式
な
の
で
、
収
納
時
に
分
解
で
き
、

収
納
場
所
が
ご
く
小
面
積
で
済
む
こ
と

で
す
．
大
井
か
ら
陥
る
し
た
二
本
の
鉄

の
パ
イ
プ
に
、
バ
ケ
ツ
と
小
物
収
納
川

の
枠
を
渡
す
こ
と
で
組
み
立
て
が
終
丁

す
る
手
軽
さ
で
、
分
解
も
簡
施
で
す
。

た
だ
し
、
あ
る
程
度
天
井
の
高
さ
が

図－３歩数と消費カロリーの変化
歩数比核(11農場）

あ
り
、
ま
っ
す
ぐ
で
傾
斜
の
少
な
い
牛

舎
で
な
い
と
設
置
が
難
し
い
そ
う
で
す
。

iii賀カロリー比校(11農場）
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ジブ記示吏申び

導入前導入後 O■二一■TFB

弊へ'1１１ 導入後

金
銭
的
に
も
台
車
タ
イ
プ
や
ワ
ゴ
ン
タ

ィ
プ
よ
り
も
高
め
で
す
し
、
か
な
り
頭

数
を
搾
っ
て
い
る
酪
農
家
向
け
の
カ
ー

ト
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

我
が
家
の
条
件
と
照
ら
し
今
わ
せ
、

砿
Ⅱ
繰
り
返
し
行
な
わ
れ
る
搾
乳
作
業

を
、
少
し
で
も
楽
に
す
る
カ
ー
ト
の
使

川
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

P戸

な通お後に済た合授つ
つり桜ＪＴＩ孟ま終窓なし業精きし
て午ケめ時左ｒＩｌおま務業、Ｊ］
お後丘にま、ざに、十に務Ａ三
l）七絵｝}】で人せつＡ。つ、Ｔｌ
ま畔ｉｌｉＩＬと＿［てき丁き桜Ｍｌｌ
す＝所込な授いまＭまケ、は
。｜‐にみつ精たし、し丘信、
分っ下て受だてイガ；て緒ＩⅡ！|］
まいさお付きはⅢ、ｉ１ｌｌ、標
でていり時ま、、臨所共津
のは。ま間す午組’1ｹを済ド｢|’
常、すは。後勘休除、札
業平の、￣、業<人祭二

と常で午時共いｍｌｌａに

中標津神社祭
臨時休業のお知らせ

プビク



伯爵まつり成功に向け誓うⅢ蟻鶏塘…艫
じゃがいも伯爵まつり＆ふれあい広場など、異業種交流事業を行君＝ミ

うＪＡ壽年部と町商工会青年部の交流会が６月１曰、ホテル秀自を会場に開
|崖されましだ。両部はＳ年前から|白詩家つりをきっかけに交流を深めている
もので､合回は新年度に入り各役罠の変更と､第１回{白霞まつり実行委員会の
顔合わせとして行なわれましだ。交流会では、両部１人ずつ自己紹介の後、
昨年の|白爵まつりの反省、会年の実行委員会体制が協議され、じゃがいも武
つり開催を９月Ｓ曰に決定。合年も両部力を合わせ、まつり成功lこ向け頑張
りましょうと誓い合いましだ。

実習でがんばる仲間が交流実習生農業燭'錆との交流会
酪農実習生受入協議会、農協農

71 

縁、
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=』1重

なごやかな

雰囲気で
勉強会

$１＄ 
‐ｍｊ 

１ｉ群Ｉ

婦人部乳牛育成勉強会

がｒ－蕊i1蕊iii篝iiilli1iliiii1iii

1篭;曇潟iiihiU

Ｉ 

摂壁、

露
『
．Ｉ 

鑿鴬rni為講孵

｢ミルクの里｣でおいしい牛乳を 開陽台｢ミルクの坐｣キャンペーン

鍵iii；
農協酪農対策協議会による牛乳

渭寶拡大運動｢開場茜ミルクの里一

キャンベーンガ７局１曰から始ま
り乱しだ、雲讓

jF9罰
このキヤンヘーンは舍匡で10潭

己。開陽台訂重湯①一角に設置し

尼/｣'さなハウスで、コッブー杯の

牛乳か50円で販売されています。

バスで罰ずれ定観光客ｂ、パイ

牛乳を求め(ニ次々とお;客さんが並びます

クで旅するライタ．－だちも「素繧らしい景観と新鮮な空

気。ここで飲む牛乳は最高一と人気を呼んでいまず。ま

だ、会年|Ｃｌ:新展望台も同曰オーブンとなり、昨圧以上の
観光客が期待され、これからミルワの弔毛i『しく獄１０子

うでず。是非あ芯だも－度足を運んでみては.＃

２グ



－－－盃鶴田己§

物ノリJ､，

桐の花が満開

､蕊
てん菜振興会役員会

会計検査

馬鈴しょ振興会役員会

酪農対策協議会､'1乳消費拡人

特別委員会

なかしくつフーズ㈱取締役会

中標津農業高校美禰受入八

節１１１１|管ⅡH購買委員会

固定資産監査

第261,1ホルスタイン共進会

第７１'１１種馬共進会

なかしくつフーズ㈱株主総会

ﾙﾎﾟ人部乳牛育成講習会

第２ｕ生産委員会

第２１m管理購買委員会

熟年会総会

兵庫県立氷上高校実調受入式

２１１ 

６円

〃

７１ 

北武佐

松田征=さんiiiliiiiliiiil蕊ｌ２Ｅｌ 

ｌ３１１ 

１４ｎ 

ｌ５１二１

１６日

f翻囚､．

大きな桐の木を前に松日さん夫婦

根室地方では育ちにくいと言われている桐の木、この

珍しい桐の化が、北武佐、松仕|征二さん宅で満開に咲い

ています。この木は25年くらい前に高さ30ｷﾞﾝくらいの苗

木を友人からもらい、庭に植えたもので、今では高さ約

７両、根元は１２Oﾎﾞﾝの太さにと'三長。

昨年までは、部分的に花を'１笑かせていましたが、今年

はいくつもの枝に淡い紫色の化がⅡＸきました｡「３年前の

大風で太い枝が折れ、心配していたのですが、こんなに

沢|ｈの化が'１炎いて驚きました」とヒロ子さん。

簸近では珍しい桐の化を一日見ようと''1J内外から訪れ

る人もいるそうで､｢松''１家のシンボルとして大切に育て

て行きたい」と征二さんは話しておりました《

l911 

jl 

22fl 

2311 

2411 

2711 

雨閨閥|圏
気をつけよう交通事故つ,f=、

－番\[の収極期を迎え、忙しい毎

l｣の事と思います。

lliu〔')にしたい天気情報も、曇')雨

の予報に実際は晴れるので、逆手に

草を刈ると本当に雨が降るなどうま

くいかないもの。

今年の夏は気象協会によると冷夏

予想、実際に６月は全国的にL1照不

足と低温だったといいます。

しかしHiH年も冷夏了想の''１での猯

韓の夏。今年も冷夏だけは当たって

ほしくないものです。また、農作業

事故、交j､事故にも当たらないよう

気をつけましこう、

楽しい毎Nを一瞬のうちに悲劇に変えてしまう交皿事

故。

ちょっとした気配l)、心の余裕が事故を未然に防いで

くれます｡蝋蠣に采ったら、まずはシートベルトをしめ、

｣{こしいドライビングポジションを〃

○安令運iljZiは、あなたと、あなたの家族を守るためのル

ールです。

開iijHim，
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